
 

アレルゲンを含む食品に関する表示について 

 

１ 経緯 

  食品表示法に基づく食品表示基準では、症例数や重篤度を踏まえ、特定原材料を定め

ており、これらを含む加工食品について表示を義務付けています。令和８年４月１日付

消費者庁食品表示課事務連絡のとおり、「食物アレルギーに関する食品表示に関する調

査研究」（以下、「全国実態調査」）における症例数等を踏まえ、食品表示基準が改正さ

れ、これまで特定原材料として表示義務のあった８種（えび、かに、くるみ、小麦、そ

ば、卵、乳、落花生（ピーナッツ））に、カシューナッツが追加されました。これまで

アレルゲンとしてカシューナッツの表示を行っていなかった食品関連事業者は、２年間

の経過措置期間中に原材料や製造方法の再確認、原材料段階における管理等の確認を行

い、速やかに表示を行う必要があります。 

   また、全国実態調査において症例数が継続して相当数みられることから、「食品表示

基準について」という通知が改正され、特定原材料に準ずるもの（表示を推奨する品目）

として新たにピスタチオが追加になりました。 

 

２ 対応 

  食品関連事業者に向け、通常の監視時や適正表示講習会による周知を行っていきます。

また、食品表示セミナーや SNSを通して県民の方々への周知を行っていきます。食品関

連事業者向けリーフレットについては、特定原材料にカシューナッツを追加する改訂を

予定しています。 
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